
 
      

 

歯
神
社
と
淀
川
の
洪
水 

毎
年
六
月
四
日
。
歯
神
社
の
例
祭
「
歯
神
祭
」
が
執
り

行
わ
れ
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
昨
年
に

続
き
本
年
も
一
般
の
方
の
ご
参
列
は
ご
遠
慮
頂
き
、
神

事
の
み
執
り
行
う
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
歯
神
社
。
今
で
は
歯
の
大
神
さ
ま
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
元
々
の
由
来
は
、
農
耕
神
と
し
て
お

祀
り
さ
れ
て
い
た
御
神
体
の
巨
石(

現
在
は
地
中
に
埋
ま
っ
て

ま
す)

が
、
淀
川
の
洪
水
の
流
れ
を
歯
止
め
し
た
事
か
ら
、

歯
止
め
の
神
社
と
呼
ば
れ
た
事
に
由
来
し
ま
す
。 

こ
の
歯
止
め
の
由
来
に
な
っ
た
洪
水
は
、
江
戸
時
代

の
中
頃
と
だ
け
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
ハ
ッ
キ
リ
と
し
た

年
代
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
に
梅
田
あ
た
り

ま
で
被
害
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
洪
水
の
記
録
を
抜
粋
し

ま
す
と
、 

・
延
宝
二
年(

一
六
七
四) 

別
名 

仁
和
寺
切
れ 

・
享
和
二
年(

一
八
〇
二) 

別
名 

点
野
切
れ 

・
文
化
四
年(

一
八
〇
七) 

の
洪
水
が
大
き
な
も
の
で
し
た
。
特
に
延
宝
二
年
の
洪

水
は
被
害
が
大
き
く
、
中
之
島
に
か
か
る
橋
の
多
く
が

流
さ
れ
、
新
大
阪
あ
た
り
の
村
で
は
河
川
改
修
工
事
に

消
極
的
な
公
儀
を
見
限
っ
て
庄
屋
さ
ん
独
自
で
河
川
工

事
に
乗
り
出
し
、
そ
の
責
を
負
っ
て
自
刃
し
た
と
い
う

話
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
当
時
の
民
衆
が
洪
水
に
対
し
、
ど

れ
ほ
ど
の
思
い
で
あ
っ
た
か
わ
か
り
ま
す
。 

 

今
年
は
五
月
十
六
日
に
観
測
史
上
最
速
の
梅
雨
入
り

と
な
り
、
例
年
よ
り
も
大
雨
へ
の
警
戒
が
必
要
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
最
中
と
い
う
事
も
あ
り
、
ど
う
ぞ
災
害
へ
の

警
戒
を
今
一
度
思
い
新
た
に
、
ご
用
心
下
さ
い
ま
せ
。 

 

 

祭
礼
催
事
中
止
に
つ
い
て 

報
道
等
で
も
ご
承
知
の
通
り
、
大
阪
府
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
、
緊
急
事
態
宣
言
の
再
延
長
が
五
月
二
十
八
日

に
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
大
変
残
念
で
は
あ
り
ま

す
が
昨
年
同
様
に
左
記
祭
礼
に
つ
き
ま
し
て
は
、
神
職
に
よ
る

神
事
の
み
と
し
、
一
般
の
ご
参
列
は
ご
遠
慮
頂
く
形
で
斎
行
す

る
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

・
六
月 

四
日 

歯
神
社
例
祭 

・
六
月
三
十
日 

夏
越
大
祓(

御
旅
社) 

・
七
月
六
日
～
七
日 

七
夕
祭(

御
旅
社) 

・
七
月
十
五
日 

例
祭(

御
本
社) 

・
七
月
廿
四
日 

遣
梅
式(

御
旅
社) 

 何
卒
ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

御
旅
社
灯
籠 

奉
納
二
百
年
と
薩
摩
芋 

茶
屋
町
の
当
宮
御
旅
社
の
本
殿
前
に
は
二
基
の
石
灯

籠
が
あ
り
ま
す
。
石
質
は
御
影
石
で
、
高
さ
は
約
一
七
五

セ
ン
チ
、
側
面
に
は
文
政
四
年(

一
八
二
一)

六
月
に
建
立

さ
れ
た
と
い
う
文
字
が
見
え
、
こ
の
六
月
で
奉
納
か
ら

ち
ょ
う
ど
二
百
年
と
な
り
ま
す
。 

灯
籠
に
は
奉
納
者
と
し
て
相
上
村
屋
由
兵
衛
、
塩
屋

卯
兵
衛
、
芋
屋
勘
右
衛
門
、
芋
屋
市
良
兵
衛
の
名
も
見
え

ま
す
。
芋
屋
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
主
流
は
里
芋
で
し
た

が
、
こ
の
文
政
年
間
に
、
畿
内
で
も
尼
崎
を
中
心
に
急
速

に
サ
ツ
マ
イ
モ
が
普
及
し
た
時
期
で
も
あ
り
、
石
灯
籠

を
奉
納
出
来
る
ほ
ど
の
商
い
が
出
来
た
事
を
考
え
る
と
、

新
興
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
芋
屋
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
相
上
村
屋
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
不
明
で
す
が
、

相
上
村
と
い
う
地
名
は
現
在
の
埼
玉
県
熊
谷
市
南
部
に

あ
っ
た
村
名
で
、
近
世
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
は
そ
の
南

の
埼
玉
の
川
越
市
か
ら
始
ま
っ
た
事
を
考
え
る
と
、
何

ら
か
の
関
連
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
塩
屋
。
当
時
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
調
理
法
と
し
て
塩
を
使
っ
た
も
の
も
多

く
、
こ
ち
ら
も
関
係
が
無
い
と
は
言
え
な
さ
そ
う
で
す
。 

二
百
年
の
時
を
経
て
、
改
め
て
石
灯
籠
に
つ
い
て
調

べ
て
み
る
と
、
梅
田
に
サ
ツ
マ
イ
モ
が
渡
来
し
た
当
時

の
様
子
を
垣
間
見
た
よ
う
で
、
思
い
も
か
け
な
い
発
見

と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

今 

月 

の 

暦 

            

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
     

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 
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喜 
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第
一
九
五
号 

 

 
綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

【
祭
礼
】 

        

【
節
気
】 

     

【
雑
節
】 

   

【
大
安
】 

   

【
忌
日
】 

   

【
旬
】 

 

歯
神
祭(

四
日)…

飛
地
末
社
の
歯
神
社
の
例
祭 

本
年
神
事
の
み 

御
誕
辰
祭(

廿
五
日) 

…

菅
原
道
真
公
誕
生
日 

神
事
の
み 

夏
越
大
祓(

丗
日)…

神
事
の
み
。
本
年
は
茅
の
輪
も
無
し 

  

芒
種(

五
日)…

イ
ネ
科
の
種
ま
き
の
頃 

夏
至(

廿
一
日)…

日
中
の
時
間
が
最
も
長
く
な
る
頃 

  

入
梅(

十
一
日)…

梅
雨
入
り
の
頃
。
ま
た
梅
の
実
の
収
穫
期 

歯
と
口
の
健
康
週
間(

四
日
～) 

…

歯
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う 

  

六
月
六
日
、
十
日
、
十
六
日
、
廿
二
日
、
廿
八
日 

  

大
阪
大
空
襲
の
日(

一
日)…

二
回
目
の
空
襲
。
梅
田
罹
災
の
空
襲 

沖
縄
慰
霊
の
日(

廿
三
日)…

先
の
沖
縄
戦
終
結
の
日 

 
[

野 

菜] 

枝
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
キ
ク
ラ
ゲ
な
ど 

[

果 

物] 

ウ
メ
、
ア
ン
ズ
、
ス
モ
モ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ビ
ワ
な
ど 

[

魚
介
類] 

ア
ジ
、
キ
ス
、
ト
ビ
ウ
オ
、
ホ
タ
テ
、
岩
モ
ズ
ク
な
ど 

[

そ
の
他] 

菖
蒲
、
紫
陽
花
、
立
葵
な
ど
の
季
節
の
花
が
見
頃 

 


